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　カデットプログラムでは、学生支援WGの副主査という立場で履
修生達の支援にあたっています。今回、ニューズレターへの執筆の
機会をいただきました。ここでは「支援」への一刀両断な談義は憚
れますので、むしろ「そういう私は一体どのように支援されてきた
のであろうか」を振り返ってみたいと思います。
　さて、筆者は今でこそ大学教員の身ですが、その前は企業に13
年間在籍しておりました。そしてその若い頃に、研究者として生き
ていくため、いわゆる大人の情操教育を受けたという自負心を
持っています。ここではその一つとして、特に研究面において、自
身がどのように支援・啓発されたのかを回想してみます。大学卒業
後、某電機メーカーに就職した筆者は、幸運にもその当時志望して
いた研究所に配属され、今となっては珍しい、企業での基礎・学術
的研究を職業にすることができました（当時は民間企業からノー
ベル賞学者を輩出しようとする、いわゆる基礎研究所ブームであっ
た）。今なお第一線で活躍されている錚々たる研究者達に囲まれ
た恵まれた環境において、入社早々から課された試練は、所内で
行う月例報告会（ゲッポウと呼ばれた）での研究報告でした。この
ゲッポウは本当にキツかった―これが正直な印象です。科学的に
論拠を示せないものは徹底的に排除する非情のミーティング、悪
く言えば「出る杭を打つ」ミーティング、それがゲッポウでした。た
だし、やはり「杭」の方に学術的未熟さ故の非があり、打たれるべく
して打たれた感が強いので、当時はこれに臨むにあたり、あらん限
りの努力をした記憶があります。とはいえ、このゲッポウにおいて、
若かりし自分の研究の価値観や論旨の正当性を認めてもらうこと
は容易ではありません。社員である以上、否が応でも熟さなければ
ならない暗黙のプレッシャーと、己自身を認めてもらいたいという
若い（青い）チャレンジ精神が、常に心に入り混じっていました。努
力すれども報われずに撃沈し、自責の念に苛まれる―これを幾度
となく繰り返すうちに、いつか日の目を見るときが来る。振り返れ
ば、浮き沈みの多い若き研究生活でした。
　ここで改めて、研究の観点から学生を支援・啓発する側のタス
クを挙げてみます。①広い視野から批判・批評の洗礼を浴びせ、②
学問・科学の前では一切妥協せずにコメントし、③本人が気づかな
い新しいことを発掘し指摘し、④どう解釈したかの理解・知識だけ
でなく何に着眼すべきかの方向性を与え、⑤他人に理解させるとい
う意図があるかを問う。他にもまだあるでしょうが、少なくともこれ
らは、語尾を「～してもらった」と読み替えれば、筆者がゲッポウを
通して上司、先輩、同輩、後輩から受けた貴重な経験です。では、
学生支援・啓発において最も大切なことは何でしょうか。答えは一
つではありませんが、それは、対象者である学生に、“自分は確かに
教育された”という不揮発の記憶を埋め込んであげることではない
かと思っています。
　誰にでも、自信の裏側には、何があろうともこれだけは譲れない、
負けない、自分なりの不滅の実績があるはずです。学生の中に、そ
うした金字塔を打ち建てる研究者魂を作り上げるには、アグレッ
シブでハートフルなコミュニティの役割は不可欠です。私にとって
ゲッポウがそうであったように。カデットの学生支援WGがなお一
層それに貢献していけるよう、これからも尽力していきたいと考え
ています。
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　本年度は一期生のうち特別選抜の5名がプログラムを修了します。
この4年間プログラム履修生の先兵として汎用力強化に向けたカリ
キュラムや行事に積極的に取組んでいただき、さらにリサーチセミ
ナーや問題集の出版など独自の取組で後輩たちを牽引して相互に
切磋琢磨する風土を作り上げてくれました。おかげでカデットプログ
ラムは当初の計画に学生目線での肉付けがなされて、骨太の大学院
カリキュラムに進化しました。入学当初は明確ではなかった彼らの
キャリアプランもこの4年間の取組みで明確になり、それぞれ情報通
信やデバイス、製薬分野の企業で活躍する道を選択し、全員無事活
動の場を得ました。プログラムで学んだ事をさらに膨らませて世界を
舞台に活躍を期待しています。彼らの実社会の経験をプログラムに
フィードバックしさらに優れたプログラムに育てて行くために、引き
続き一緒に活動してゆきたいと思います。　（特任教授　飯島賢二）

カデット生が
社会に飛び立ちます！

INFORMATION

博士課程教育リーディングプログラム
履修生募集のお知らせ 

カデットプログラム４期生  
理学研究科 博士前期課程１年　野本哲也

カデットプログラム４期生  
基礎工学研究科 博士前期課程１年　宮西 孝一郎

インタラクティブ交流会実行委員より 交流会を終えて・・・

13時～14時 （吹田） 
工学研究科U2-312講義室
16時～17時 （豊中） 
文理融合棟7F共通講義室3
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インタラクティブ
交流会
　今年で4回目となるインタラク
ティブ交流会ですが、毎年新入生
が中心となって実行委員会を立ち
上げ企画、発案、運営すべてを行っ
ています。開催のテーマを「分野の
垣根を超えて交わること」とし、教
員および1期生～4期生44名が参加
しました。今回は学外から理化学
研究所の加藤礼三先生、名古屋大
学の伊藤正行先生を、学内からは
関谷毅先生、小久保研先生をお招
きしての講演や、履修生による研
究発表、また神戸製鋼所加古川製
鉄所を訪問し技術者との懇談を行
うなど充実した2日間の交流会と
なりました。

　9月28、29日の二日間、兵庫県赤穂市にて第4回カデット交流会
が開催されました。私はカデット交流会実行委員の一人として、4月
から当日までの約6か月間、交流会の企画・運営に参加させて頂き
ました。
　イベントの計画立案などを主体的に行うのは私にとって初めての
経験であり、貴重な体験をさせて頂いたように思います。私自身は書
記として、会議中に出た意見を集約し議事録にまとめるという地味な
役回りでしたが、様々な発言や提言が飛び交い、文章化するだけでも
一苦労でした。思っていたよりも大変な仕事ではありましたが、積極
的に発言し協力してくれたメンバーのおかげもあって、最後までやり
通すことが出来たように思います。長期間の準備の甲斐もあって、交
流会は盛況の内に終わることが出来ました。実行委員の熱意が反映
された素晴らしい2日間であったように思います。
　最後になりますが、積極的に活動に参加し会議を盛り上げてくれた
実行委員並びに円滑な委員会運営を支えてくれた先生方に深く御礼
申し上げます。有難うございました。

支援すること・されること
学生支援ＷＧ副主査
基礎工学研究科 教授　酒井 朗
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　今回私はインタラクティブ交流会実行委員会のメンバーとして、交
流会の企画・発案・運営を経験しました。
　委員会活動ではカデットプログラムが目指している化学と物理の交
わりや産官学の連携などを意識しながら、企業見学先、交流会プログ
ラムの作成、招待講演者の選定など、全てのことを学生中心で決めて
いきました。
　当日は、招待講演で物理と化学の双方に関する講演や産官学に
跨った研究がどのように行われているかを聴講でき、ポスター・オーラ
ルセッションで多くの議論が交わされているのを見て、カデットプログ
ラム履修生にとって有意義なものにできたと強く思いました。
　交流会の成功を振り返ると、毎週のミーティングで十分に事前準備
したことや先生方に適切な指導をしていただいたことなどもあるので
すが、一番の要因は履修生の皆さんが積極的な姿勢で交流していたと
ころが大きいと感じています。
　今回の交流会の成功と異なる領域のメンバーと協働した経験を、今
後のキャリアに生かして活躍していけるよう頑張っていきたいです。

28-29 Sep. 2016

カデットプログラム
履修説明会

12月14日（水） 

　募集要項等、選抜に関する詳細は本プログラムホームページに順
次掲載していきますのでご確認ください。

お問い合わせ

大阪大学大学院基礎工学研究科 未来戦略機構第三部門
「インタラクティブ物質科学・カデットプログラム」事務室



1~5 Aug .2016

研究メンバーとの昼食（左前が筆者）

研修先でのディスカッションの様子（左が筆者）

　私は7月からハイデルベルグ大学のPeter Comba教授が主宰する研究室で海外研修を行っています。夏の
ドイツは暑すぎず、午後９時ごろまで明るいので快適に過ごせています。
　研究室での日常会話はドイツ語です。私には理解できず、会話に入っていけないしんどい日々が続きました。
ただ自分から話していかなければいないのと同然だと感じ、研究のことから最近のニュースまで話題にはこだ
わらず会話して自分の存在をアピールしました。時間はかかりましたが徐々に自分が発言する機会も増え、存
在感を示すことができるようになりました。この苦しみから逃げず向き合えたことが私にとって大きな収穫で
した。この海外研修で得た経験を今後の自分にいかにフィードバックするかが重要だと思います。

カデットプログラム１期生  
工学研究科 博士後期課程２年　阿部 司    

海外研修 : ドイツ ハイデルベルグ大学

INTERNSHIP REPORT

　Frédéric Bouquet 先生（パリ第11大学）をお招きして物質科学特別講義 
“Do-it-Yourself Students' Lab” を開講しました。内容はマイコンボード

（Arduino）を用いた物理計測システムの構築です。受講生は、数名ずつのチーム
に分かれ、初日にArduinoについて学んだ後、2日目以降、Arduinoを用いて自身の
アイデアに基づく物理実験を遂行し、最終日に結果を発表しました。計測システ
ム構築、英語での討論、チームワークを通して、有意義な課題解決型学習

（project-based learning, PBL）の機会となりました。　

理学研究科 教授　小林研介 

　私は物質・材料研究機構（ＮＩＭＳ）で三ヵ月間、国内研修を行っています。大学の研究室を出て、国立研究
所では共同研究やグループとしての研究を学び、また、研究所の内状等を実感しています。所属するグループ
では、プローブを用いて新規の材料の電子状態を観測しており、物質・材料研究機構ならではの普段目にしな
いような新規の材料を分析することができ、新鮮な気持ちで取り組んでいます。また、共同研究が多いためか、
大学以上に異分野の人と交流する機会が多く、今まで接点のなかったパワーデバイスの分野からバイオの分
野まで異分野に触れ合う機会もあり、多くの知識や課題を知ることができています。できるだけ多くの知識や
考え方を吸収し、リーダーになった時の視点として役立てていきたいと思います。　

カデットプログラム２期生  
工学研究科 博士後期課程１年　山西絢介    

国内研修 : 物質・材料研究機構

低温超高真空STMでの実験の様子

　私は、積水化学工業(株)環境ライフラインカンパニーで3か月間、企業研修を行わせていただきました。この
研修で大学での専門と全く異なる研究を体験し、異分野の人に簡潔に仕事内容を伝えるには、研究の全体像
と目的をしっかり把握しておくことが必要であることを実感しました。また、この研修での仕事や交流を通して、
企業でリーダーとして活躍されている方々は特に人間関係を大切にされている印象を受けました。
　本研修で非常に自由に実験をさせていただき、改善案なども積極的に受け入れて下さったことを受けて、
リーダーとして他人を指導するには知識や技術を深めるのは勿論ですが、部下の仕事を信頼する器も重要だ
と感じました。

カデットプログラム２期生  
理学研究科 博士後期課程１年　河野雅博    

国内研修 : 積水化学工業株式会社 環境ライフカンパニー

物質科学特別講義

We have developed in Paris-Sud University a 
course in which students have to bui ld an 
ex p e r i m e n ta l  se tu p  f ro m sc r atc h  u s i n g  
open-source Arduino microcontroller to per-
form the experiment. Contrary to the French 
students, Osaka Cadet students are very het-
erogeneous in term of specialty and advance-
ment in their studies, and it was a challenge to 
adapt the course. The Cadet students per-
formed brilliantly: in only five days they discov-
ered a new hardware, created original setups, 
carried on experiments, analyzed their results, 
and presented them in front of an audience. To 
spice up their task, they did all this speaking 
English… I hope this course wil l help them 
improve their autonomy and team-work skills. 
It was a great opportunity for me to come to 
Osaka and work with Japanese students, and I 
am very grateful for it.                                 

Dr. Frédéric Bouquet

LABORATORY ROTATION

カデットプログラム4期生   工学研究科 博士前期課程１年　周 夢然

While lab rotation for a foreign 
s tudent means more than 
learning new acknowledge in 
a  n e w  e n v i r o n m e n t ,  i s  a  
precious experience for chal-
lenging ourselves to unknown. 
I started my Lab rotation from 
June at Sakai Lab. My previ-
ous research was focused on 
the welding of Non-combustive Magnesium alloy, but the SEM in our 
lab cannot analyse the inner structure of this material. With the help 
of students and professors in Sakai Lab, inner structures can be 
clearly observed by using TEM. Though 3 months Lab rotation was 
only a short period of time in my 5 years Cadet course, the experi-
ence for tackling coming difficulties which I got through this Lab 
rotation would help me challenge any difficulties in the future.

工・マテリアル 藤井研 から 　　基礎工・電子光 酒井研 へ 基礎工・機能物質化学 直田研 から 　　理・化学 久保研 へ　

カデットプログラム4期生   基礎工学研究科 博士前期課程１年　松岡竜也

　私は理学研究科化学専攻の久保研究室
でお世話になりつつ構造有機化学の勉強
をしています。元々有機合成を学んでいまし
たが、今回同じ有機合成の研究室を配属先
として希望しました。その理由は同じ合成化
学の研究室間だからこそ感じる文化の違い
があると考えたからです。実際に普段読ま
ない分野の論文を読むことや経験したこと
のない実験操作を行うことができました。
また試薬、器具の取り扱いや実験操作法の
文化が研究室によって違う事も実感しまし
た。現在は、どの分野においても新規化合
物の創成は難しい事を痛感しながら研究
活動を行っています。これから先、異分野に
触れた経験を生かし、新しい研究テーマを
創出していきたいと思います。

窒素雰囲気下での
合成実験の様子

FBI加工試料を準備する様子

TOPICAL  SEMINAR FOR

MATERIALS  SC IENCE

“ This lecture is very nice to learn how to do physics. ”
“ Thank you for showing me a new world of Arduino. ”
“  Very nice course. ”
“  This course was helpful !! 
    I would like to attend this kind of course again. ”

Student’s impressions

研究室ローテーションは自分の専門以外の他研究室で３ヶ月間を過ごし、高度な専門性に加えて幅広く異分野に触れる機会を持つことを狙いとした
カデットプログラムのコア科目の一つです。チャレンジした２名の履修生の声をお届けします。

　「構造有機化学若手の会 夏の学校」は学生及
び若手研究者を中心に成果を発表し、議論する
ことによって互いの親睦を深めつつ切磋琢磨す
ることを目的としています。1955年の第１回開催
より，企画、講演の先生や協賛団体との交渉、当
日の運営に至るまでを学生主体で行ってきた歴
史があります。48回目の主催を行うにあたり、僕
達ならではの試みとしてどのようなことができる
か議論を重ね、海外の研究者や特許事務所の
方による講演依頼、及び理論系の研究室への参
加呼びかけといった取り組みを行いました。結果
としてインタラクティブな会へと導くことができ
たのではないかと思っています。大人数を動か
す難しさや想定外の事態が起こった時の対応な
ど大変なこともありましたが、リーダーとして周
りを引っ張っていくことに対して自信を持てたよ
うに思います。

カデットプログラム１期生  
理学研究科 博士後期課程２年　児玉拓也    

カデットプログラムでは、
履修生の自主的な活動を積極的に支援しています。
今回は、今夏開催された

『構造有機化学若手の会 夏の学校』を紹介します。第48回 構造有機化学若手の会 夏の学校

4-6 Aug. 2016


